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岩沢町長を被告に訴訟をしています。(原告 渋谷・川口浩史議員・弥永健一さん) 違法支出の税金の返還を求める訴訟です。 
 

 埼玉中部環境保全組合 
埼玉中部資源循環組合 

北本市 

人口 6 万 6000 人 

鴻巣市 

人口  11 万 9000 人 

 
吉見町 

人口 1万9000人 

 

桶川市 

人口 7 万 5000 人 

 

川島町 

人口 2万人  

東松山市 

人口 9万人 

 

滑川町 

人口 1万 9000人 

 嵐山町 

人口 1万8000人 

 

このままだと吉見町大串は、100 年間ごみ焼却が続きます。 

小川町 

人口 3 万人 

 
東秩父村 

人口 2800 人 

 

ときがわ町 

人口 1万 1000人 

 

 

 

 

吉見町でなく、 
新施設は鴻巣市に。 

中部環境保全組合と中

部資源循環組合は団体

が違うから、和解は 

まもらなくてもいい 

吉見町だと地元対策なし、近く

って運搬費は安いし有利。リサ

イクルしないプラスチックも一緒

に焼却しています。 

 

31 年 4 月で現焼却

施設は使えない地

元との協定です。 

 

なぜ、岩澤町長被告の裁判か 

■元吉見町町長新井保美氏は、地元との３２年の裁判の

和解条項、「今後、現焼却施設のある吉見町大串には焼

却施設は建設しない」を、組合が異なるから、和解条

項は守らなくてもいいと、他の市町村に説明しました。 

小川地区衛生組合管理者の元笠原小川町長が了解

し、嵐山町も了解しました。 
 
■嵐山町長は和解条項違反を吉見町に正していません 
 

■和解違反の焼却施設に町税を支出するのは、 

元吉見町長の企てに加担です。判断が間違っています。 

 
 
 
平成２４年１１月に「建設場所は吉見町大串地区」決定  
■吉見町は平成２５年５月から広域推進会議で形式的に８

ヵ所の候補地を選び、８市町村でつくる建設検討委員会が

吉見町大串地区を最適と評価するように働きかけました。 
 
■「吉見町大串は、評価が高得点に加え、区長さんたちが地

元世帯の署名を集め、施設建設の要望があるとして、 

平成２６年 3 月に決定した」と見せかけています。 
 
■上記の企てが協議されたと推測できる会議の会議録

が非公開です。 
  

嵐山町議会会派政友会は ゴミ処理のあり方を調査する委員会の設置議案は毎回否決。 
議会で正式な委員会として調査しようと提案。 

○=賛成、✖=反対、 議=議長、欠=欠席、退=退席 
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嵐山町廃棄物処理のありかた調査検

討特別委員会の設置議案 

H28 年 9 月 ✖

 

✖

 

議 ✖ ✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 

H28年12月 ✖

 

✖

 

議 ✖ ✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 
嵐山町ごみ資源循環調査検討特別

委員会の設置議案 
H29 年 3 月 ✖

 

✖

 

議 ✖ ✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 

H29 年 6 月 ✖

 

✖

 

議 ✖ ✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 

ゴミ減量化調査特別委員会の設置議

 

H29 年 9 月 ✖

 

✖

 

議 ✖ ✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 

嵐山町・ゼロウェイスト調査推進特別

委員会の設置議案（ごみを出来るだ

けなくす仕組みをつくる。そのために

どのような仕組みがあるか調査） 

H29年12月 ✖

 

✖

 

✖ 議

 

退

 

✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 

H30 年 3 月 ✖

 

✖

 

✖ 議

 

✖ ✖ ✖ ✖ 欠 ○ ○ ✖ ✖ ○ 

H30 年 6 月 ✖

 

✖

 

✖ 議

 

✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ 欠 ✖ 欠 ○ 

H30 年 9 月 ✖

 

✖

 

✖ 議

 

✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ 欠 ✖ ✖ ○ 

H30年12月 ✖

 

✖ ✖ 議

 

✖ ✖ ✖ ✖ ○ ○ ○ ✖ ✖ ○ 

 

東松山市も訴訟が 

はじまりました。 

埼玉中部資源循環組合相

手の訴訟もしています。 

情報非公開が続いています。 

鴻巣・行田・北本資源循

環組合で 2023 年より、 

鴻巣市で共同処理 

 

小川地区衛生組合 
昭和 5１年～ 人口 8 万 800 人 

２０２３年から稼働予定・人口 28万 4800人

 

昭和 59 年～人口 20 万 40000 人 32 年前の埼玉中部環境保全組合

建設時の裁判の和解で、今後は、吉

見町大串には作らない約束です。 

吉見町 

大串周辺 

建設費も運営費も高額すぎる。 

遠すぎて、運搬費も高くなる。渋滞の

リスクもある、別の方法を考えよう 


